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　【研究の 背尉 海外研修 を実 施す る大学 や 短大 が 増 え、研 修 中 に ホ ー ム ス テ イ を経
験する学生が 増加 して い るが 、 参加学生 が ホス トフ ァ ミ リ

ー と十分に意思の 疎通が
で きない た めに誤解 を招い た り、 トラ ブル に 巻 き込 まれ るケ

ー
ス が あるこ と も報告

され て い る （加藤 、 1992 ） 。 意思 を誤解な く伝 える た め に は 異文化 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力が 必 要 な こ とは言 うまで もな い が 、 こ の 能力 に は様 々 な要素が 含 まれ
て い る 。 Imahod　and 　Lanigan （1989）は 、 異文化 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力 を 「コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン 行動が 適 切で あ り、効果的で ある とい う印象 を相手 に 与 える 能力」 と定
義 し 、 その 中で 訪問者側 の 「言語能力」 と受け入 れ側 の 「フ ォ

ー
リナ

ー ・トー
クの

使用」 を重要 な能力 と位置づ けて い る 。 言語 能力 と異 文化 へ の 適応 の 関係に つ い て

の 先行研究の 多 くは
、 言語能力 の 程度 が 適応の 度合 い を左右 する と報告 してい る

が、 その 中 で も、特 にYashima　and 　Viswat （1992）は 高校 生 の ホ ーム ス テ イ を調査 し 、

ホス トフ ァ ミ リ
ー

が評価 した学生 の英語 を話す努力の 程度 とホ ス トフ ァ ミ リーが 評
価 した英語力 に は相関関係 が あ っ た と報告 して い る 。 ホ ー

ム ス テ イに お い て は 、 参
加学生 とホ ス トフ ァ ミ リー との 相互 作用 の 中で 、様々 な 印象 を与 えあ っ て い る と考
えられ 、ホ ー

ム ス テ イ参加学生 の 英語力が ホ ス トフ ァ ミ リ
ー

に与 える 印象 、ホ ス ト
フ ァ ミ リー

の フ ォ
ー

リナ ー ・
ト
ー

ク の 使用 とそれ が ホ ー ム ス テ イ参加者 に与 え る印
象との 間 には 密接な関係が ある と考 えられ る 。

【目的 1本研究の 目的 は 、 短期 ホ ー
ム ス テ イに おい て 、ホ ー

ム ス テ イ参加者の 英語
力が ホ ス トフ ァ ミ リー に どの よ うな印象 を与 え、 また ホ ス トフ ァ ミ リー

の フ オ
ー

リ
ナ

ー ・トー
クの 使用が 参加学生に どの よ うな影響 を与える か につ い て 考察す る こ と

で ある 。

【仮謝 Imahori　and 　Laniganの 定義に従 えば
、 参加者の 英語 力 、 ホ ス トフ ァ ミリ

ー
の

フ ォ
ー

リナ
ー ・トー

クの 使用 の 程度が 相手 に コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能力 が ある と い う

印象 をあた えるは ずで ある 。 本研 究 で は以 下の 仮 説 を検証 した 。

仮説 1 ： ホ ス トフ ァ ミ リーが 評価 したホ ー
ム ス テ イ参加 学 生 の 英語力は 、ホス トフ

　　　　 ァ ミ リー
に 与える 学生 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 に 関する 印象 に影響 し

　 　　　 て い る 。

仮説 2 ： ホ ス トフ ァ ミ リ
ー

が評価 した ホ ー
ム ス テ イ参加学生 の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン

　　　　
へ の 意欲は 、 ホ ス トフ ァ ミ リー に与える学生の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン能力 に

　　　　 関する 印象．に影響 して い る 。

一 43 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

9月 15El（金）　研get発蓑第 8 室 （723 ）

仮説 3　 学生が 評価 した ホス トフ ァ ミ リーの フ ォ
ー リナ

ー ・トーク の 使用 は学 生 に

　　　　 与 え るホ ス トフ ァ ミリー
の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 能力 に 関す る印象 に 影響 し

　　 　 　 て い る CI

1方法ll994 年 5 月
一 6 月 に か けて 約 3 週 間半米 国サ ン デ ィ エ ゴ市 周辺 に ホ

ー

ムス テ イ した文化女子 大学短期大学 部国際文化学 科の 学生 75 入 とホ ス トフ ァ ミ リ

ー 12 工人 を対象 に質問紙調査 法で 行 っ た 。 学生 に対 する 質問項 目は 、 ホ ス トフ ァ

ミ リーの フ ォ
ー リナ

ー ・ト
ー

クの 使用、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力 （コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動 か ら得 た 印象 に 関す る 27 項 目）、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン へ の 意欲 ． 自分

自身の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 満足度 、ホ ス トフ ァ ミ リ
ー

に 対す る 質 問項 目は 、学 生

の 英語力 、
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン へ の 意欲 、

コ ミュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能力 、 自分 自身 の コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 満足度に 関する もの で あっ た 。

1分析】ホ ス トフ ァ ミ リ
ーが 評価 した学生 の 英語力の 評価 に よ っ て

、 上位 群 （ユ7

人） 、 中位 群 （18 人）、下位群 （18 人）に グル
ープ分 け し、 こ れ ら3 グル

ー
プ

が 、ホ ス トフ ァ ミ リーが 評価 した学生 の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン に対す る意欲、 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 能力、及 びホ ス トフ ァ ミ リ
ー

自身が 評価 した コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 満

足度に つ い て差違 が あるか を分 散分析 に よ っ て検 定 した 。 同様 に 、 学生が 判 断 した

ホス トフ ァ ミ リ
ー

の フ ォ
ー

リナ
ー ・卜

一
ク の 使用の 程度に よ っ て

、
ホ ス トフ ァ ミ リ

ー
を 3 グル

ープ に分 け、分析 した 。 有意水準 5 ％ に お い て 差違 が 見 つ か っ た場合 に

は、 LSD 法 を用 い た 多重比較検定を行 っ た 。

酷 果1分散の 有意差検定の 結果 、 英 語力 で 分類 された グ ル ー プ は 、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 、 ホス トフ ァ ミリーの 満足 度にお い て有意で あ り、 仮説 1 、 2 は支持 さ

れた 。
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 能力に つ い て は 、 　 厂融通性が ある」 、　 「同情的で あ

る」 、 「好感が 持て る」 、 「注意深 く聞 く」 、 「応援 して くれ る」、 「会話が ぎこ

ちな い 」　「自信に満ちて い る」、 「感情移入 で きる 」、 「適応性が あ る」　「し っ か

りした 自覚 を持 っ て い る」 「打 ち解けや すい 」 「会 話に注 意を払 う」　 「気持 ちに敏

感 で あ る」 な ど 27 項 目中 20 項 目に お い て有 意で あっ た 。 フ ォ
ー リナ

ー ・トー
ク

の 使用で 分類 され た グ ル ープ も、
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 能力 、 学生の コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン の 満足度にお い て有意で あ り、仮説 3 は 支持 され た 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能

力につ い て は特に 、 　「融通性があ る」、　「同情 的で あ る」 、　「好感が 持 て る」 、

「信頼 で きる」、　「尊敬で きる」、 「気持ちに敏感で ある」 、　 「協力的で あ る 」 な

ど 11 項 目に おい て 有意で あ っ た 。

1結謝 学 生 の 英語力 、 ホ ス トフ ァ ミ リー
の フ ォ

ー リナ ー ・トーク の 使用 は 、 効果

的な相 互 作用 の 結果 と して あらわれ る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 満足度 に影響 を及 ぼ す

こ とが 分か っ たが 、 学生 とホス トフ ァ ミ リ
ー

の 相互 作用 の 過程 で も、
コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力 に関す る様 々 な印象 を与 えて い る こ とが 分か っ た 。 特 に 、学生 の ホ ス ト

フ ァ ミ リ
ーが判断 した英語力 は、学生 の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン に対す る意欲の 評価 に

も影響 を与えて い る こ とが こ の 調査か ら も裏付 け られ た 。
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資料

英語力の 及 ぼす コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能 力、意 欲、満足 度

　1　融通性が ある　　　　　　　　 F〔21123｝判 3．38

　　 Low （3．74｝〈Mid 〔4．31）〈High（474 ｝

　2　同情的で あ る　　　　　　　　F｛2、f23 ｝
n8 、92

　　 Low 〔4．26｝《 Mid （4．60）〈 High（4．91｝

　3　好感 が持 て る　　　　　　　　 F｛2，123｝・−8．92

　　 Low 　（4．26｝‘ Mid ｛4．60｝《High　C4．91 ｝

　4 　快 い 受 け 答 え をす る 　　　　 F（2，123｝＝＝t4．38

　　 Low （3．93 ）（ Mld （4．50｝置High 〔4．8t ｝

5 信 頼で き る　　　　　　　　 F（2，123｝
＝＝O、3ア

6　自己 主張 する　　　　　　　 F｛2、123｝
一＝ア．48

　　Low （2．98｝〈 Mid （3．5ア｝
＝High｛3．91｝

ア　話 をよ く聞 く　　　　　　　　 F（2，123）＝＝6．86
　　 Low （4．5ア1〈 High｛4．98｝

8 　サポートして く れ る　　　　　F（2，
．
123）＝4、21

　　Low （4、31｝〈 High〔4．ア9｝

9　会話 中疲 れ て い る よ うであ る　 F（2」23同 ．14
to 会話 中ぎこ ちない 　　　　　　F（2，rt23）−a8．71

　　Low （3．41）＞ Mid （2．69｝｝ High〔1．83｝

11 話 す ス ピードが速過ぎる　　　 F（2，123｝置2、025

12 堂 々 と して い る 　　　　　　　F｛2、123】＝＝18．35

　　Low 〔2．98｝く Mid （3、86｝
＝：H ［gh（4．33 ｝

13 　感
’
「青を無視 ず る　　　　　　　　F（2，

．
t23｝

＝2．26

14　自信 が な さ そ う　　　　　　　　F（2，
．
r23｝

−12．63

　　Low 　（2．91　）》 Mid （2．36｝》 High〔1．52）

15 話す ス ピー
ドが遅 す ぎる　　　F〔2，123）

＝9．Ol

　 しow （2．55）》 Mid ｛1．88｝》High （1、60 ｝
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FT の 及 ぼす コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン能力、意 欲、満足 度

　1　融通 性が あ る

　　Low （3．76〕く High（4．28｝

　2　同 情的 で あ る

　3 　好感 が持 て る

4 快 い 受 け答 え をす る

　　LQW （4．36｝く High（4、80｝

5 信頼で きる

6　自己主張する

7　話 をよ く聞 く

8 サ ポートして くれ る

9 会 話 中疲 れ て い るよ うで ある

10 会話中 ぎこ ち ない

11 話すス ピードが速過ぎる

12 堂々 と して い る

13 感情 を無視 す る

14 自信が
1
な さそ う

t5 話 す ス ピードが運す ぎる

Low 〔4．44 ｝
＝Mid 〔4．52）　− High（4．96）

LDw （4、40 ）《 Mid　（4、88）　
− Hlgh（4．96）

Low 〔272 ）＞Mid （1．96）認High〔2．16）

Low （1．53｝
；Mid 〔1．60｝》 High〔1．12｝

F（2，ア2）扁3．32

F（2，72｝耳2、98

F（2，72｝
＝＝3，02

F（2，72）＝3．33

F〔2，72 ｝
＝6．61

F〔2，72）＝2．55

F（2，72）
＝＝2．33

F（2，72｝
二8．43

F〔2，72」
＝1．25

F（2、72｝
＝1，10

F（2，ア2）
＝＝3．2ア

F〔2，ア2）＝＝1．04

F〔2，72）
鬲4．43

F（2Z2 鬥 ・16

F（2，ア2〕
磊O．05
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16 態II青移入 が うまい 　　　　　　 P〔2、123）
＝5．40 　　p〈，01

　 Low （3．50｝（Mid （3、91 ＞
＝High （4，17｝

1ア 声 が単調 でつ ま らない 　　　　 F〔2」23）乙＝4．34　 p＜．05

　 L 。 w （3．5e）＜ High〔4．17｝

18 無 表情 で あ る　　　　　　　　F（2、t23｝
＝

ア．68 　 pc．ori

　　Low ｛1．67｝＞ M ［d （1　．33）　
＝＝High（1．05｝

19 根 手 に合 わせ るの が
．
うまい 　　 F（2，123｝

講5．64　 p く．Ol

　　Low （4．31｝
一Mid （4、43 ｝く Hlgh（4911

20 自分自身 が よ く分 か っ て い る 　 F〔2、123｝
−6．56　 pc、01

　 　Low （3．5ア1く 日igh 〔4．33｝

21 気軽 に打 ち明 け られる　　　　F〔2，123 〕
±＝1i．86　 pく．001

　　Low 〔3．57）《 Mid （4．05｝（ High（4．60｝

22　尊敬で き る　　　　　　　　　 Fl2，123广0．52　　ns

23 私を理解 して くれ る　　　　 F（2，123广20、06　 p （．001

　　Low （3．36）く Mid （391｝（ ト｛igh〔4．52）

24 会話 に 注意 を傾 け る　　　　　 F（2，123）
・・4．32　 pく．05

　　Low ｛4，45｝《 High（4．89）

25 私の 気持 ちに 敏感で あ る　　　 F（2，123）
＝15．23 　 pく．00’l

　　Low ｛3．98｝《 Mid 〔4．50）ぐ トligh （4．86 ）

26 礼儀 正 しい 　 　 　 　 　 　 　 　 F（2，123 ｝
＝・O．83 　 ns

27 協 力的 であ る　　 　 　　 　 　　 F｛2，123）
−i．g8 　 　ns

28 意欲 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F（2，i23｝
1117．03

　　しow （3、58｝（Mid 〔4．21）くHigh（4．61）

29 　コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン へ の 満足度 F｛2，123｝−31．41

　　しow （3．81｝｛Mid 〔4．32）く High 〔4．60 ）

Pく．001

16 感情 移入 が う まい

17 声 が
’
単調 で つ ま ら ない

18 無 表 情で ある

f9 相 手 に 合 わ せ る の が うま い

F（2，72 ｝
己2．61　　 ns

F〔2，72）＝＝e．ig　　ns

F（2，72｝＝＝1，23　　 ns

F（2，72）
＝1、49 　　ns

20 自分 自身が
’
よ く分 か っ て い る 　 F〔2，72广2、26　 ns

2t 気軽 に 打 ち明 け られ る F〔2，72｝
置1．55　　 ns

22 尊敬 で きる　　　　　　　　　 F（2，72）
＝＝10．11　PcOOI

　 Low （4．32｝＝Mid 〔4、16｝cHigh ｛4．88）

23 私 を理解 して くれ る 　　　　 F（2、72）
−2．94　 ns

24 会話 に注 意 を傾 け る F（2．72）
−2．Ol　　 ns

25 私の 気持 ちに 敏 感 で ある　　　 FC2，72｝＝3．94 　 pく．05

　 Low （4．08）く High （4、60）

26 礼儀正 しい 　　　　　　　　　F（2，72广2．Ol　 ns

2ア 協力 的 で あ る　　　　　　　　 F（2，72旨3、33　 pく．05

　 Low （4．52广 Mid 〔4．56｝＝High （4、88｝

28　意 欲 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F〔2，72｝
＝1．02　　ns

p く．Oat　 29 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン へ の 満足度 F（2，72广8、04　 p ‘、Ol

　 　 　 　 　 　Low （3．84）く Mid 〔3．96 ｝
＝High （4．28）
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